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１．基本事項

「広域化基本構想」「広域化基本計画」「水道事業経営戦略」の３つの計画を

まとめて、「水道ビジョン」として策定

計画期間 １０年間

令和８（２０２６）年度～令和１７（２０３５）年度

水道

ビジョン

広域化
基本計画

広域化
基本構想

水道事業
経営戦略
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２．広域化計画の実施状況

橋立浄水場

姿見山浄水場

小鹿野浄水場

三沢浄水場

金沢浄水場

山口浄水場

皆野浄水場

別所浄水場
新金沢
配水池

皆野第１配水池

新三沢
配水池

姿見山配水池

新秩父
ミューズパーク
配水池

荒川

① 橋立浄水場から
横瀬町への配水計画

② 別所浄水場から
小鹿野町方面への配水計画

③ 皆野町、長瀞町への
配水計画
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３．料金改定と料金統一
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令和３年４月に水道料金を改定し、１市４町の料金表を秩父市に統一しました。

令和６年の水道事業経営審議会において「水道料金の改定について」を答申しま

した。

～秩父広域市町村圏組合水道事業経営審議会答申～

１．料金算定方法と料金算定期間について

算定方法：総括原価方式

算定期間：令和８年度から令和１２年度までの５年間

２．料金改定率について

料金改定率：平均５１％

３．料金改定の時期について

改定時期：令和８年４月１日

４．料金体系について

基本料金の割合３５％



４．将来の事業環境 水需要
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料金収入のもととなる有収水量は、５０年後に半分に減少する。

現行料金では、５０年後に半分の収益まで落ち込む。

単位：m
3
/日 R6実績 R12 R17 R27 R37 R47 R57

一日最大給水量 45,394 41,230 38,201 32,593 27,773 23,681 20,342

対R6実績比 ー 0.908 0.842 0.718 0.612 0.522 0.448

一日平均給水量 38,110 32,798 30,388 25,927 22,093 18,838 16,182

対R6実績比 ー 0.861 0.797 0.680 0.580 0.494 0.425

有収水量 29,598 27,406 25,696 22,442 19,566 17,060 14,978

対R6実績比 ー 0.926 0.868 0.758 0.661 0.576 0.506
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一日最大給水量 実績 一日最大給水量 推計



５．将来の事業環境 更新需要
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更新基準

（年）

水中ポンプ(予備なし) 20

水中ポンプ(予備あり) 30

陸上ポンプ(予備なし) 25

更新基準 陸上ポンプ(予備あり) 30

（年） ユニット式ポンプ 15

土木 90 ポンプ(オーバーホール) 10

SUS・FRP 68 薬品注入ポンプ(予備なし) 25

建築 75 薬品注入ポンプ(予備あり) 30

場内整備 68 薬品注入設備(薬品注入ポンプ込) 25

場内配管 60 その他機械設備 25

監視設備 20

石綿セメント管 40 監視設備(ハードウェア) 10

普通鋳鉄管 40 受変電設備 25

塩化ビニル管 40 自家発電機設備 40

鋼管 60 その他電気設備 30

ステンレス管 60 計装設備 15

ダクタイル鋳鉄管（R7以前） 70 建築設備 15

ダクタイル鋳鉄管（R8以降） 80 弁類 40

ポリエチレン管 80 無停電電源装置 10

分類

分類

更新基準

管路

構造物

機電設備

更新基準による将来の更新需要は、年平均約５３.３億円になる。

施設の統廃合による更新需要の抑制や更なる延命化を図る必要がある。



６．今後の課題

従来の課題

施設の老朽化対策と耐震化
（広域化交付金の活用）

減少する水需要に対する
事業の効率化（統廃合事業）

減少する水需要に対する
健全経営の維持（料金改定）

新たな課題

高度化・複雑化する水質管理
PFASの水質基準追加

激甚化する自然災害に対する
リスクマネジメント

人口減少が著しい
山間地域における施設整備
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７．基本理念と基本方針

基本理念

• 安心で安全な水道水の供給

• 安定給水の堅持

安 全

基

本

方

針

～いつでも安心して飲める水道水の供給～

• 激甚化する自然災害へのリスク対応

• 投資効果の高い耐震化整備

強 靭 ～迅速で効果的な災害対応の整備～

• 事業の効率化と健全経営の維持

• 事業運営に必要な経営資源の確保

• 需要密度に応じた投資規模の適正化

持 続 ～秩父地域に根差した水道サービス～

7



８．実現方策 安全
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広域化事業によるおいしい水の供給

水道施設台帳管理システムを活用した定期

的な設備の点検による設備の長寿命化

目標 実現方策

安全  ～ いつでも安心して飲める水道水の供給 ～

 ① 水質管理体制の強化

 ② おいしい水の供給

 ③ 老朽化施設の更新

 ④ 漏水調査の実施

 ⑤ 施設・設備の点検体制の強化

基本方針

 安心で安全な
水道水の供給

 安定給水の堅持



９．実現方策 強靭
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目標 実現方策

強靭  ～ 迅速で効果的な災害対応の整備 ～

 ⑥ 水道システムとしてのバックアップの確保

 ⑦ 応急給水体制の充実

 ⑧ 重要給水施設管路の耐震化

 ⑨ 上下水道一体化による管路耐震化の推進

基本方針

 激甚化する自然災害
へのリスク対応

 投資効果の高い
耐震化整備

別所浄水場と橋立浄水場のバックアップの整備

上下水道一体で管路耐震化を図る重要給水施設

分類 秩父市 横瀬町 小鹿野町 皆野町 長瀞町 合計

病院 5 0 0 2 0 7

避難所 13 12 0 6 4 35

合計 18 12 0 8 4 42



１０．実現方策 持続
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目標 実現方策

持続  ～ 秩父地域に根差した水道サービス ～

 ⑩ 管理体制の効率化

 ⑪ 適正な料金水準の見直し 

 ⑫ 官民連携による技術力の確保と育成

 ⑬ 広域連携の推進 

 ⑭ 交付金の活用

 ⑮ 構成市町と協力体制の維持

 ⑯ 効果的な施設の統廃合の推進

 ⑰ 山間地域における新たな給水方式

基本方針

 事業の効率化と
健全経営の維持

 事業運営に必要な
経営資源の確保

 需要密度に応じた
投資規模の適正化

横瀬事務所、皆野・長瀞事務所、西秩父事務所を

別所浄水場に統合

簡易DB方式の検討

例１ 可搬式浄水設備の導入

給水先がなくなったら、別の浄水場で利用

可搬式
浄水設備

例２ 運搬送水

浄水場

配水池

給水車で他の浄水場から配水池に水を届ける

市町 廃止予定施設 廃止予定年度 市町 廃止予定施設 廃止予定年度

荒川西岸浄水場 済（令和2年度） 小鹿野浄水場 令和10年度

大田浄水場 済（令和7年度） 三山浄水場 令和13年度以降

影森浄水場 済（令和2年度） 浦島浄水場 令和10年度

高篠浄水場 令和13年度以降 皆野浄水場 令和8年度

大指浄水場 済（令和7年度） 三沢浄水場 令和8年度

姿見山浄水場 済（令和7年度） 金沢浄水場 令和8年度

寺坂浄水場 済（令和7年度）

山口浄水場 令和13年度以降

秩父市

小鹿野町

皆野町

横瀬町



１１．給水収益の見込み
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総括原価方式で算出（資産維持率０．５％）

高料金対策補助金として構成市町から１４．４億円を補填

平均５１．０％ ⇒ 平均３６．１％ の改定率

～算定条件～

【条件１】

料金算定期間内（令和８年度～令和１２年度）

の各年度において、当年度純利益（黒字）を維

持すること。

【条件２】

料金算定期間において、内部留保資金を１２億

円以上確保すること。

【条件３】

起債の年間発行額は過去最大発行額１０億円を

上限とし、起債残高最高額１１５億円を超えな

いこと。



１２．財政収支計画
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令和８年度の料金改定により、令和１２年度までは黒字を維持しつつ、１２億円

以上の内部留保資金を確保

令和１３年度以降も経営健全を維持するためには料金見直しが必要

～算定条件～

【投資額】

〇 事業費２０億円／年（施設１億円、管路１５億円、

設備４億円）を計上

【費用】

〇 令和元年度から令和５年度までの実績平均値を

ベースに設定

〇 近年の物価上昇を踏まえ、委託料、修繕費、動力

費及び薬品費については、物価上昇を考慮

〇 人件費は事務所統合による３条職員の減少を考慮

委託料、修繕費、動力費及び薬品費は、浄水場の

統廃合による費用の減少を考慮

R5決算  R6見込  R7予算 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

 供給単価 円/ｍ3 169.1 182.3 187.6 254.0 254.0 254.0 254.0 254.0 292.0 292.0 292.0 292.0 292.0

 給水原価 円/ｍ3 215.64 233.76 256.12 255.81 258.37 266.72 272.21 277.01 280.20 286.04 293.14 299.92 305.18

 収支が均衡する単価 円/ｍ3 154.5 184.6 243.6 213.2 215.4 223.2 228.2 233.7 272.9 278.7 285.8 292.5 297.8

 収益的収支の損益 百万円 160 ▲25 ▲596 436 406 315 257 195 189 130 60 ▲5 ▲54 

 建設改良費 百万円 4,695 5,142 7,990 2,170 2,170 2,162 2,162 2,154 2,154 2,154 2,154 2,154 2,154

　 財源内訳　企業債 百万円 800 800 1,500 200 200 200 200 489 492 546 597 639 671

　 財源内訳　構成市町からの繰入金 百万円 1,166 1,589 2,056 65 65 64 62 58 19 17 15 12 9

　 財源内訳　国庫補助金・県補助金 百万円 1,408 1,468 2,193 255 255 255 255 255 255 253 253 250 250

　 財源内訳　自己財源等 百万円 1,321 1,285 2,240 1,649 1,650 1,643 1,645 1,351 1,388 1,338 1,289 1,253 1,224

 内部留保資金 百万円 4,863 4,662 2,794 2,647 2,488 2,280 2,027 2,026 2,025 2,026 2,025 2,025 2,026

 企業債残高 百万円 8,030 8,344 9,363 9,032 8,697 8,369 8,038 7,996 7,997 8,054 8,158 8,308 8,493
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内部留保資金

企業債残高

給水原価
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１３．新料金表
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基本料金の割合を３５％

組合市町からの高料金対策補助金により、口径１３㎜、２０㎜の基本料金と、

水量料金の第１区分（１㎥～１０㎥）、第２区分（１１～２０㎥）の単価を圧縮

1か月料金体系
（税抜き）

旧料金
新料金
R8.4～

口　　　径 基本料金 基本料金 増加率

13ｍｍ 980 円 1,570 円 1.60

20ｍｍ 1,830 円 2,930 円 1.60

25ｍｍ 2,650 円 4,750 円 1.79

30ｍｍ 5,490 円 9,830 円 1.79

40ｍｍ 5,490 円 9,830 円 1.79

50ｍｍ 10,000 円 17,910 円 1.79

75ｍｍ 21,300 円 38,150 円 1.79

100ｍｍ 37,000 円 66,270 円 1.79

100ｍｍを超えるもの 77,500 円 138,800 円 1.79

水　量　区　分 水量料金 水量料金 増加率

1㎥～10㎥ 70 円 80 円 1.14

11㎥～20㎥ 140 円 175 円 1.25

21㎥～50㎥ 165 円 225 円 1.36

51㎥～100㎥ 190 円 240 円 1.26

101㎥以上 210 円 265 円 1.26



１４．おわりに
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厳しい経営状況のもとでの事業運営となるため、整備計画の進捗管理と定期的な

収支計画の見直しを行うとともに、継続して５年ごとの料金見直しによる水道料

金の適正化が必要です。

策定後５年を目途にローリングを行い、現況に合わせた経営を進めるよう見直し

を図っていくとともに、更新事業についても事業の評価等を毎年度行いながら進

捗管理を徹底します。

「業務の共同化・標準化」「事務所の統廃合」「官民連携」などを進めることで

更に改善できるかを調査研究し、ビジョンの改定時に随時盛り込んでいきます。


